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企業情報

 会 社 名 ／

 業 態 ／

 創 業 ／

 本社所在地 ／

 売 上 高 ／

 従 業 員 数 ／

 上場取引所 ／

 売買単位 ／

インテリア商品の製造及び販売

1919年（大正8年）12月1日

兵庫県伊丹市東有岡5丁目125番地

連結 1,057億9百万円（2025/3月期）

連結 1,910名 単体 905名

東京証券取引所 スタンダード市場 （証券コード：7971）

100株

3
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1919

1960s～

沿革
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 1919年（大正8年）

東洋リノリユーム株式会社設立

 1920年

国産初のリノリウム完成

東京・大阪証券取引所
に株式上場

 1949年

 1957年

ビニル床タイル事業進出

 1967年

繊維系床材事業進出

 1984年

壁装材事業進出

 1986年

カーテン事業進出

 2025～2027年

＜TOLI VISION 2030＞に向けた第Ⅱフェーズ

中期経営計画 「SHINKA Plus ONE 2.0」

2000s～

東リ株式会社へ社名変更

 1991年

<TOLI VISION 2030>

～ライフスタイルをデザインする企業へ～
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国内・海外拠点
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北海道エリア

1拠点

関東エリア

13拠点

近畿エリア

9拠点四国エリア

2拠点

中国エリア

2拠点

中部エリア

7拠点
東北エリア

3拠点

九州・沖縄
エリア

5拠点

東璃（上海）貿易
有限公司

江蘇長隆装飾材料科技
有限公司

シンガポールBranch Office

東南アジア
エリア

2拠点

東アジアエリア

1拠点

● 海外8ヶ所の営業・在庫拠点（連結子会社含む）

世界20の国や地域に30の販売代理店

■ 中国に1ヶ所の生産拠点（持分法適用会社） 北米エリア

5 営業・在庫拠点

TOLI North America Corporation

● 北海道から沖縄まで国内42営業拠点

国内に約370社の販売代理店

■ 国内5ヶ所の生産拠点（連結子会社含む）

◆ 国内7ヶ所のショールーム

（東リ単体の拠点数）

アジア市場 北米市場

日本市場

ジャカルタ
（シンガポールBranch Office所属

インドネシア担当）
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東リ製品が使われているところ
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オフィス

医療・福祉施設

タイルカーペット

置敷きビニル床タイル

壁装材

住
宅
分
野

ほかにも様々なシーンを彩っています

詳しくは「暮らしの東リ図鑑」まで

壁装材

長尺ビニル床シート
クッションフロア

洗面・W C

壁装材

居室・寝室

ビニル床タイル

住宅用カーペット

壁装材
ウィンドウ
トリートメント

ウィンドウ
トリートメント

非
住
宅
分
野
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東リグループ事業セグメント
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► ビニル系床材・カーペット・

   カーテン・壁装材

► カーテンレール・ブラインド・

他各種インテリア資材

► 内装工事

► 使用済みタイルカーペット回収 等

・ 東リブランド製品の製造販売
・ インテリア資材の仕入販売
・ 内装工事

事業内容

主な製品・サービス

❶インテリア事業 ❷グローバル事業 ❸建材その他事業

► ビニル系床材・カーペット・

  カーテン・壁装材 等

・ 東リブランド製品を中心とする
輸出販売

事業内容

主な製品・サービス

► 浴室用シートやスポーツ市場向け製品
► OEM供給を中心とする産業資材製品
► 各種建材及び住設機器
► 第５事業の事業化 等

・ 業際分野及び産業資材向け
東リブランド製品の製造販売

・ 各種建材及び住設機器等の
仕入販売

事業内容

主な製品・サービス
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事業環境と連結業績推移
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0

新設着工床面積
＜住宅＋非住宅＞（千㎡）

連結売上高（億円）

リフォーム・リニューアル金額
＜住宅＋非住宅＞（億円）

出典：国土交通省「建築着工統計調査」及び「建築物リフォーム・リニューアル調査」

(予想)

連結営業利益（億円）

1,110
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主な経営指標（連結）
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主な経営指標（連結）
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※キャッシュ・フローベース ※EBITDA : 税金等調整前当期純利益－受取利息＋支払利息＋減価償却費＋減損損失
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長期ビジョン＜TOLI VISION 2030＞
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事業環境が劇的かつ急激に変化する時代において、人々の価値観は多様化し、企業の役割や在り方は大き

な転換点を迎えています。当社グループは、百年の歴史で培ったコアコンピタンス（強み）と全従業員の個性を

融合させて生まれるイノベーションによって、「モノを造って売る」企業から、新たな価値・サービスの創造を通

じて、世界の人々に安らぎを提供する企業＝「ライフスタイルをデザインする企業へ」と進化することを目指し

てまいります。

<TOLI VISION 2030> ～ライフスタイルをデザインする企業へ～
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「SHINKA Plus ONE 2.0」
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中期経営計画「SHINKA Plus ONE 2.0」位置づけ
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「SHINKA Plus ONE 2.0」
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３つの事業セグメントに基づく実行戦略を推進

事業セグメントの成長を支える経営基盤の強化（バリューアップドライバー戦略）

事業ポートフォリオのバリューアップを図り、サステナブルな成長を目指す

成長戦略の全体概要
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「SHINKA Plus ONE 2.0」
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成長戦略の全体概要

■ 当社グループの伸びしろであるグローバル事業の拡大

■ グローバル戦略商品展開・営業拠点強化による売上拡大

■ 江蘇長隆装飾材料科技有限公司(JCL）の事業強化

■ グループ推進力の源泉であり、事業収益性のさらなる向上を目指す

■ 持続的成長に向けた積極的設備投資の推進

■ 内製化戦略による製品安定供給体制の構築、コスト競争力の向上

■ リサイクル活動・新技術活用による製品競争力の向上

■ 空間デザイン・プロダクトデザインの進化

❶ インテリア事業

❷ グローバル事業
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「SHINKA Plus ONE 2.0」
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■ 加速度的な成長を目指すべく経営基盤の多面的強化

■ 人的資本・デジタル・ブランド価値・サステナビリティ・株主価値を

■ 切り口とした機能強化

■ 業際分野・産業資材向け製品の開発・拡販

■ 技術的アプローチによる新たな市場・新規チャネルの開拓

■ 新たな“事業のタネ”を開花へと導く

成長戦略の全体概要

❸ 建材その他事業

❹ バリューアップドライバー戦略
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・２基のリサイクルプラントの稼働

・使用済タイルカーペットの回収量増大

・サスティブバック（リサイクル）製品拡大

持続的成長に向けた投資

18

❶ インテリア事業

タ イ ルカーペ ッ ト

リ サ イ クルプラ ン ト

広化東リフロア

3号ライ ン

カーペ ッ ト 用

ナ イ ロ ン紡糸設備

・ビニル床シートの製造ライン新設

・独自デザイン防滑性床シート開発・発売

・独自デザインのビニル床シート発売

・ライン製品の販売数量拡大とコストダウンの追求

・３基のナイロン原糸紡糸設備の稼働

・自社内製糸製品の拡大

・リサイクル処理効率化設備によるリサイクル量拡大

・エコマーク基準品のラインアップ拡充と販促強化

・リサイクル回収エリアの拡大

・4基目のナイロン原糸紡糸設備の稼働

・原糸在庫機能の効率化投資

・自社内製糸製品の拡大によるコストダウンの推進

「SHINKA Plus ONE」 「SHINKA Plus ONE 2.0」

✓安定供給 ✓製造原価低減 ✓独自品開発

✓製造原価低減 ✓独自品開発

✓独自品開発 ✓製造原価低減
✓産業廃棄物排出量削減

カーペット用ナイロンの内製化

新しいビニル系床材工場

「TOLI完全循環型リサイクルシステム」の心臓部
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グローバル事業戦略
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❷ グローバル事業

⚫中国、ASEANにおける活動拠点の強化

⚫北米市場での現地在庫拠点の拡充

⚫新規販売代理店・現地ローカルスタッフ拡充

⚫SNSによるボーダーレスブランディング

⚫環境規制を中心としたグローバル戦略商品の開発

⚫高品質・高機能・独自デザインを武器とした製品力の訴求

⚫日本国内でのグローバル戦略商品の効率的生産体制構築

⚫江蘇長隆装飾材料科技有限公司のビニル床タイル事業強化

グローバル事業の課題

・ローカルニーズ多様化による国・地域別の製品対応 ・製品納入リードタイムの短縮 ・売上規模が途上段階

・各国の環境規制やニーズへの対応を効率的に実現 ・グローバル市場における東リグループの強みを発揮

・量的拡大に向けたグローバル事業展開の再整備

「SHINKA Plus ONE 2.0」

グローバル事業の方向性

質的拡大 量的拡大
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業際分野・産業資材向け製品の製造販売
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❸ 建材その他事業

特定市場分野
特定顧客ニーズ
への対応

ソリューション
インテリア・仕上げ材

に対する
特有のニーズが存在

製品開発

東リグループの技術力・製造力・提案力

＜業際分野向け製品例＞

業際分野・産業資材向け東リブランド製品(一部OEM供給を含む)の製造販売

浴場 ・ 浴 室向けビニル床シー ト

「 バ ス ナ シ リ ーズ 」

屋 内 スポーツ施設向け

衝撃吸収性ビニル床シー ト

「 ア リ ーナ フ ィ ッ ト 」

特定市場における固有ニーズに対して、“技術力”“製造力”“提案力”でソリューション

バレーボール競技専用床材

「 コ ネ ク ト マ ッ ト 」
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「SHINKA Plus ONE 2.0」2026年3月期 トピックス①
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卓球Tリーグと
オフィシャルフロアマットパートナー契約

2025シーズンから2027シーズンまでの

3シーズンにて、

卓球競技専用マット「コネクトマットT」が

男子・女子の試合で使用されます
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「SHINKA Plus ONE 2.0」2026年3月期 トピックス②
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10柄67アイテムで使用する

ナイロン繊維を全点内製化環境対応タイルカーペットバッキング 「サスティブバック 」は

2 0 2 5年度グッドデザイン賞を受賞

全点に自社内製糸を採用した、環境配慮型タイルカーペット、

「GA-3600 サスティブバック」を10月に新発売。
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「SHINKA Plus ONE 2.0」2026年3月期 トピックス③
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株主様向け伊丹本社見学ツアーを開催
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2026年3月期 連結業績見通し
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2025年3月期

実績
業績予想値
（7/30発表）

修正予想値
（10/31発表）

前年比 前年差 前回予想差

売上高 105,709 109,000 111,000 5.0% + 5,290 + 2,000

営業利益 4,376 4,400 5,100 16.5% + 723 + 700

経常利益 4,665 4,650 5,500 17.9% + 834 + 850

親会社株主に帰属する

当期純利益 3,507 3,350 4,000 14.1% + 492 + 650

2026年3月期

◼ 米国の通商政策の動向や地政学リスクなど、依然として先行き不透明な経営環境が続く。

◼ 当期発売製品を中心に販売促進活動に注力するとともに、第2四半期連結業績を踏まえて、通期の業績予想数値を

上方修正。

Point

（単位：百万円 ※単位未満切り捨て）
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配当方針と実績
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◼ 2026年3月期をスタートとする中期経営計画「SHINKA Plus ONE 2.0」期間中の株主配当については、

連結配当性向50％、又はDOE3.5%を目安に安定的な配当を継続的に実施することとし、年間配当金は

19円を下限とする方針。

◼ 上記基本方針及び10月31日発表の業績予想修正等を踏まえ、2026年3月期の期末配当金を前回修正時

（7月30日）から3円増配となる 1株当たり22円に修正。 なお、1株当たり年間配当金は、中間配当金10円を

合わせた、1株当たり32円を予定。

配当金推移（円）

40.20 

21.81 

33.49 

22.66 

11.79 

42.57 

61.69 
59.62 

68.67 
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1株当たり当期純利益
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5
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内、3円「創業百年」記念配当
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期末配当金予想
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2
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16
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IR資料の入手場所・方法について

トップメッセージや中期経営計画、最新のIR資料のほか、
業績の推移など各種データをご参照ください。

ＩＲサイトトップページ：

https://www.toli.co.jp/ir/

【IR情報ページでご覧いただける主な情報】

・トップページ
－最新IRニュース
－IRスケジュール

・経営方針
－トップメッセージ、長期ビジョン・中期経営計画
－事業等のリスク
－コーポレートガバナンス ほか

・個人投資家の皆様へ
－東リの歩み・強み、事業内容 等

・IR資料室
－決算短信、有価証券報告書 ほか

・業績・財務情報

－業績ハイライト、チャートジェネレーター

・株主・株式情報
－株主総会関係資料、株主還元・配当
－株式基本情報 ほか

27

東リ株式会社 経営企画部

IRに関するお問い合わせ先

e-mail

toli_ir@toli.co.jp
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本資料に関する注意事項

本資料に記載されている東リグループの計画・戦略・見通しのうち、歴史的事実でないものは将来の業績に関する見

通しです。これらは、現時点で入手可能な情報に基づいた東リグループの仮定および判断によるものであり、実際の

業績等は、さまざまな要因により、これらの見通しと異なる可能性があります
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